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企業が生み出す従業員資産
関学太郎

Ⅰ　資本としての人材
　「人は企業にとって資本である」といった言葉は良く企業経営者から発せられるし、ビジネスパーソンにとっても実感として理解できる言葉だろう。「結局人の問題なのですよね」という言葉も妙に説得力のあることで全ての場面で使われる言葉だ。

　こうした言葉の背景にあるのは、人の問題が解決されれば経営の重要な課題が解決するという期待であろう。優秀な人材が沢山いればきっと問題は解決するに違いないという希望も含まれている。

　この前提には、優秀な人材は問題解決に役立つという漠然とした想いがある。組織で仕事を続けていくとどうしても視野が狭くなり、直近の問題に対応してくれる「人」に期待しがちになる。これは、何も社内の人間にだけ向けられるのではなく、社外の人間にも向けられがちな態度であるところがおもしろいところである。

　ところが、間違った戦略に優秀な人間を投入しても貴重な人材を消耗するだけであったり、成果の出ない仕事に資源を割り振ってしまうことになりかねない。人が資本であるという以上はそれを有効に利用する方法を考えなければいけない
。
　「適材適所」という言葉もこの様な文脈で考えなければいたずらに人材を浪費するだけに終わってしまう。こうした問題に対応するためには、幾つかの方策が考えられてきた。俗に組織の問題として様々な経営的な実践が行われて来たもののうち大半のものは、人材の使い方と養成に関するものであったと言っても良いだろう。

　人材を利益を上げるための道具として考えると資本としての人材という考え方が出てくる。そうなると人間の能力を上手く引き出すための方法は何か、その組織はどの様な形であるべきかという問題に答えようとすることになる。

しかし、人を資本として考えているとどの様な人材を集めてどの様に養成すればそれが達成されるのかという肝心の問題に答えることが難しい。それは増えたり減ったりするもので、なおかつ人の手や費用を掛けることでその内容も変わってしまうからである。近年の企業経営でクローズアップされてきたブランド・エクイティ（資産）と同じように、それを増やしていったり質を高めることで強力な競争力を作り上げるための方策が全社的に浸透している必要がある。
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